
日本社会福祉学会 第５8 回秋季大会 

 

 

小児がんサバイバーにとってのセルフヘルプ・グループ参加の意味 

○ 長岡情報ビジネス専門学校 こども医療保育科  平澤 一郎（会員番号 2484） 

キーワード：小児がんサバイバー、セルフヘルプ・グループ、修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ 

 

１．研 究 目 的 

細谷(2008)によると、20 歳未満に発生するがん（小児がん）は年間 3000 人ほどであるとされてお

り、子どもの人口 1万人に 1人強の割合で小児がんは発生している。かつて小児がんは不治の病と

されていたが、現在治癒率は 7～8 割になった。小児がんは治る病気にとなったが、治療の影

響による後遺症(以下、晩期障害)の問題が近年では明らかになっており、晩期障害の恐れが

あることから、小児がんの治療が終了した人（小児がんサバイバー）は退院後も自己の体調管理が

より必要になる（細谷 2008）とされている。Keene(2006)によると、病気を治すために行なわれた手

術、放射線治療、化学療法、移植などは成長発達途上にある身体や心に影響を及ぼし、そ

れが晩期障害として、後々生じてくる可能性がある。そして小児がんサバイバーは仕事上

の差別、保険加入の困難、感情面や社会面の困難に遭遇することになるだろう。 

上記の問題に対し、小児がんサバイバー同士が集まるセルフヘルプ・グループ（以下

SHG）の必要性が様々なところで述べられている（石本 2002）。一般的な SHG の効果と

しては伊藤ら(2001)によると①仲間と会うことで孤独感から解放され、問題に向き合う気

力が沸いてくる②メンバーと話すことで自分の問題が明確になるなどがある。しかし、小

児がんに関する研究では実際に小児がんサバイバーの SHG に焦点を当てた研究は少ない。 

本研究では SHG に参加を続けている小児がんサバイバーに注目し、彼らが SHG に参加を続け

てきた中で、どのような意味や価値を見出してきたのかを明らかにすることとした。 

 

２．研究の視点および方法 

データ収集：関東以外の全国 3 都市で活動している SHG から計 15 人を対象とした。 

調査協力者：成人に達した小児がんサバイバーの中でも 3 年以上 SHG に参加している

人に対し 2～4 名ずつグループインタビューを行った。  

質問項目：①SHG に参加したきっかけ②現在 SHG で行っている活動への思い③なぜ

SHG を続けているのか④今後の SHG への思い  

分析は質的研究方法の 1 つである、修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（以

下 M-GTA）に準拠して行った。  

 

３．倫理的配慮 

本研究における、小児がんサバイバーへのインタビュー調査は「ルーテル学院大学研究

倫理委員会（申請番号 08-48）」において、倫理審査を受け承認されたものである。  
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４．研 究 結 果 

調査の結果、小児がんサバイバーが SHG に意義を見出していくプロセスから 18 の概念

とその概念をいくつかまとめて 5 つのカテゴリーが生成された（≪≫がカテゴリー、＜＞

が下位概念）。  

①＜同世代間での孤立＞＜「病気の自分」との向き合い方に苦しむ＞＜明確な悩みもな

く SHG に参加する＞をまとめたカテゴリーが≪居場所を求める≫。②＜同じ病気の人に

出会えた喜び＞＜病気体験のわかちあい＞＜安心感を得る＞＜思いのわかちあいを体験し

ない＞をまとめたカテゴリーが≪SHG が安全・安心な場になる≫③＜病気体験を活かした

い＞＜病気体験の辿り直し＞＜役に立ったことの実感＞＜使命感を持っての活動＞をまと

めたカテゴリーが≪SHG が自己実現できる場になる≫。④＜よい居場所をつくりたい＞＜

SHG 運営の難しさを実感＞をまとめたカテゴリーが≪SHG が次の世代に残したい場にな

る≫。⑤＜職業選択や仕事内容にも影響＞＜病気への向き合い方が変化する＞をまとめた

カテゴリーが≪新たに自分の居場所を作る≫となった。 

また、小児がんサバイバーが SHG に参加してターニングポイントになったこととして

は以下の 2 点がある。SHG 内外において各小児がんサバイバーが役割を得ることで SHG

の活動に積極的に取り組むようになる＜役割の獲得＞と SHG の役割を通して自分の社会

的存在を確認し、自分が生きていることを改めて実感する＜存在価値の確認＞がある。先

の 5 つのカテゴリーと 18 の概念を総合的に捉え直して分析した結果、小児がんサバイバ

ーにとっての SHG は「安全基地となる場」と「自己実現を可能にする場」の２つの意義

があると確認できた。  

そして、小児がんサバイバーの SHG で特徴的であったこととしては以下の 3 点である。

①自己管理に関する情報についての語りは表出されなかった②自分の病気体験を活かした

いという気持ちが強く、それが SHG の活動内容にも反映されている③病気を体験したこ

とが動機になり、医療や福祉に関する仕事を選ぼうと思ったり、実際にそうした仕事に就

いた後も SHG でよい刺激を受けている。 

また、本研究の限界としては調査協力者が SHG の活動に馴染んだ方ばかりであったた

め、SHG でのマイナス点にはあまり触れられなかった。また、調査対象が少数でデータ収

集に限界があり、M-GTA に忠実に沿い、理論的飽和化まで分析が行えなかった。 
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